
（別紙３）

～ 2025年　10月　31日

（対象者数） 12 （回答者数） 11

～ 2025年　10月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・当施設で利用学年の制限がある為、その後の移行支援を
　継続できる、他事業所との関係性を強化し、繋がりを
　構築できると良いと思う。情報の交換や、連携を図り
　互いの事業所の内容を把握できる関係性が重要だと
　思う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・人数受け入れの変更が出来ない分、児童発達支援からの
　継続を図る為に、放課後等デイサービスの支援内容と
　児童発達支援との違いを明確化し、保護者様にお伝え
　していく事が重要と考える。

・児童発達支援の終了後も継続して利用が可能な所。新規の
　放課後等デイサービスを急ぐことなく、保護者にお勧め
　することが出来る。

・就学前の年⾧児の保護者様に対して、放課後等
　デイサービスの説明を行っている。利用の
　必要性や有無も含めて、就学後も支援を継続できる
　移行支援の話し合いを行っている。

○事業所名 アートチャイルドケアSEDスクール山形城西

○保護者評価実施期間 2025年　10月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　10月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　12月　3日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・児童発達支援からの継続希望の依頼と受け入れられる枠の
　人数の部分が課題としてある。

・サービスの主体が児童発達支援である為、
　定員は限定されてしまい、受け入れの困難さがある。

事業所における自己評価総括表公表


